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（様式 2） 

平成１９年度 決算報告書 

国立大学法人 信州大学  
（単位：百万円） 

区 分 
 

予算額 決算額 差 額 
(決算-予算)

備 考 

収入 
 運営費交付金 
 施設整備費補助金 
 船舶建造費補助金 
 補助金等収入 
 国立大学財務・経営センター施設費交付金 
 自己収入 
  授業料、入学料及び検定料収入 
  附属病院収入 
  財産処分収入 
  雑収入 
 産学連携等研究収入及び寄附金収入等 
 引当金取崩 
 長期借入金 
 貸付回収金 
 承継剰余金 
 旧法人承継積立金 
 目的積立金取崩 

計 

16,233
1,839

0
93
70

22,267
6,886

15,200
0

181
2,023

0
2,509

0
0
0
0

45,034

16,154
1,844

0
350

70
22,686
6,870

15,439
0

377
2,993

61
2,509

0
0
0

271
46,938

△ 79
5
0

257
0

419
△16
239

0
196
970

61
0
0
0
0

271
1,904

 
(注 1) 
(注 2) 
 
(注 3) 
 
 
(注 4) 
(注 5) 
 
(注 6) 
(注 7) 
(注 8) 
 
 
 
 
(注 9) 
 

支出 
 業務費 
  教育研究経費 
  診療経費 
 一般管理費 
 施設整備費 
 船舶建造費 
補助金等 
 産学連携等研究経費及び寄附金事業費等 
 貸付金 
 長期借入金償還金 
 国立大学財務・経営センター施設費納付金 

計 

29,824
16,761
13,063
5,137
4,418

0
93

2,023
0

3,539
0

45,034

30,324
16,205
14,119
4,730
4,423

0
349

2,834
0

3,522
0

46,182

500
△556
1,056
△407

5
0

256
811

0
△17

0
1,148

 
 
(注 10) 
(注 11) 
(注 12) 
(注 13) 
 
(注 14) 
(注 15) 
 
(注 16) 
 
 

収入－支出 0 756 756  
 
○ 予算と決算の差異について 

(注 1) ：前年度からの運営費交付金債務の取崩を行わなかったため、予算金額に比して決算金額が 

７８，９７３千円少額となっています。 

(注 2) ：補正予算により施設整備費補助金が交付されたため、予算金額に比して決算金額が５，２００千円多額 

          となっています。 

(注 3) ：予算段階では予定していなかった補助金等の獲得に努めたため、予算金額に比して決算金額が 

２５７，７４９千円多額となっています。 

(注 4) ：授業料、入学料及び検定料収入については、受験者数及び入学者数が予定を下回ったため、予算金額に  

          比して決算金額が１６，１９２千円少額となっています。 

 



 

(注 5) ：附属病院収入については、患者数の増、診療単価の増に伴う収入の増により、予算金額に比して決算金 

          額が２３９，４７３千円多額となっています。 

(注 6) ：雑収入については、学校財産貸付料収入の増等により、予算金額に比して決算金額が 

１９５，９４６千円多額となっています。 

(注 7) ：予算段階では予定していなかった受託研究や寄附金の獲得に努めたため、予算金額に比して決算金額が 

９６９，６４１千円多額となっています。 

(注 8) ：予算段階では計上していなかった引当金を取り崩したため、予算金額に比して決算金額が 

６０，６９４千円多額となっています。 

(注 9)  ：予算段階では計上していなかった目的積立金を取り崩したため、予算金額に比して決算金額が 

２７０，９９８千円多額となっています。 

(注 10) ：教育研究経費については、経費の節減に努めたほか、退職者の減及び配置見直し等による人件費の減に 

      より、予算金額に比して決算金額が５５６，０３２千円少額となっています。 

(注 11) ：注５に示した理由及び医療従事職員の雇用増により、予算金額に比して決算金額が 

１，０５６，７１４千円多額となっています。 

(注 12) ：一般管理費については、経費の節減に努めたほか、退職者の減及び配置見直し等による人件費の減に 

より、予算金額に比して決算金額が４０７，１６７千円少額となっています。 

(注 13) ：注２に示した理由により、予算金額に比して決算金額が５，２００千円多額となっています。 

(注 14) ：注３に示した理由により、予算金額に比して決算金額が２５６，０７９千円多額となっています。 

(注 15) ：注７に示した理由により、予算金額に比して決算金額が８１０，９６８千円多額となっています。 

(注 16) ：予算段階の債務償還計画の見直しから、予算金額に比して決算金額が１７，５４１千円少額となってい 

          ます。 


